
       H30.8.１発行 乗雲 第１０２号（２） 

 

 

写経会 毎月（１月２月を除く）第２日曜 時間午後１時～随時（１６時終了）都合付く時間にできます。 

□
大
般
若
法
要
終
了 

六
月
十
日
、
年
に
一
度
修
行
す
る
大
般

若
会
（
大
般
若
経
六
百
巻
の
転
読
に
よ
る

檀
信
徒
各
家
の
家
内
安
全
諸
願
成
就
祈

願
と
先
祖
供
養
法
要
）
が
無
事
円
成
い
た

し
ま
し
た
。
随
喜
の
ご
寺
院
様
は
近
隣
よ

り
三
十
一
名
、
法
要
後
は
田
上
町
東
龍
寺

住
職
、
渡
邊
宣
昭
老
師
の
ご
法
話
、
終
わ

っ
て
手
作
り
精
進
料
理
の
昼
食
を
頂
戴

し
て
帰
路
と
な
り
ま
し
た
。
お
参
り
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
尚
、
来
年
（
六
月
十
日
）
は
大
般
若

に
併
せ
、
先
代
十
八
世
神
田
洞
光
の
十
三

回
忌
法
要
を
厳
修
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
と

も
大
勢
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

秋
の
仏
教
講
演
会 

      

期
日 

十
月
六
日
（土
曜
） 

 

時
間 

午
後
一
時
半
か
ら
三
時
ま
で 

 

会
場 

広
厳
寺
本
堂 

 

講
師 

ネ
ル
ケ
無
方 

師 

チ
ケ
ッ
ト 

五
百
円
（発
売
中
） 

 

主
催 

第
十
七
教
区
寺
院
護
持
会 

【
ネ
ル
ケ
無
方 

師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】 

一
九
六
八
年
、
ド
イ
ツ
生
ま
れ
。
幼
い
頃

に
母
と
死
別
、
人
生
に
悩
む
。
一
六
歳
で

坐
禅
と
出
合
い
、
禅
僧
に
な
る
夢
を
抱

く
。
一
九
九
〇
年
に
留
学
生
と
し
て
来

日
、
は
じ
め
て
兵
庫
県
安
泰
寺
に
上
山
。

一
九
九
三
年
に
ド
イ
ツ
の
大
学
院
を
中

退
、
出
家
得
度
。
大
阪
城
公
園
で
の
「
ホ

ー
ム
レ
ス
雲
水
生
活
」
を
経
て
、
二
〇
〇

二
年
か
ら
安
泰
寺
住
職
に
。
国
内
外
の
雲

水
の
指
導
の
傍
ら
執
筆
と
講
演
活
動
を

行
っ
て
い
る
。 

 

■
訃
報 

鷹
巣 
近 

鐵
雄
氏
逝
去 

七
月
十
五
日
逝
去
（
享
年
八
五
）
永
年
当

寺
役
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん

で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

□
三
男
恭
真
は
雲
泉
寺
へ 

 

四
国
の
瑞
応
寺
僧
堂
、
福
井
の
永
平

寺
僧
堂
の
修
行
を
終
え
て
か
ら
、
広
厳

寺
の
檀
務
補
佐
と
し
て
手
伝
い
を
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
六

月
よ
り
関
川
村
下
土
沢
の
雲
泉
寺
様
の

後
任
と
し
て
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
ず
は
副
住
職
と
し
て
方
丈
様
の

補
佐
を
い
た
し
ま
す
。 

              

現
住
職
は
二
十
八
世
片
野
徹
栄
老

師
、
開
山
は
福
島
県
示
現
寺
源
翁
心
昭

禅
師
（
峨
山
韶
碩
禅
師
二
十
五
哲
の
一

人
）
で
六
百
年
の
歴
史
が
あ
る
由
緒
あ

る
お
寺
で
す
。
有
難
き
ご
縁
を
頂
戴
い

た
し
ま
し
た
。 

 

 
 

 

お
寺
か
ら
の
お
願
い 

 ▼
お
墓
に
お
供
え
の
お
菓
子
、
果
物
、
口

を
開
け
た
ワ
ン
カ
ッ
プ
、
日
本
酒
の

瓶
、
ジ
ュ
ー
ス
の
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

等
は
す
ず
め
蜂
が
よ
っ
て
き
て
危
険

で
す
の
で
お
供
え
し
て
お
参
り
の
後
、

そ
れ
ぞ
れ
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。 

▼
参
道
脇
の
ゴ
ミ
捨
て
場
に
は
、
自
然
ゴ

ミ
（
花
、
草
、
落
葉
、
枯
れ
た
樹
木
類
）

以
外
は
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
花
を

包
ん
で
あ
る
紙
、
花
を
縛
っ
て
あ
る
ビ

ニ
ー
ル
紐
、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
、
ラ
ッ
プ
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
ト
レ
イ
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
、
ナ
イ
ロ
ン
等
や
、
墓
掃
除
の

雑
巾
、
タ
ワ
シ
、
洗
剤
容
器
、
軍
手
、

ビ
ニ
ー
ル
手
袋
等
は
持
ち
帰
っ
て
燃

え
る
ゴ
ミ
と
し
て
町
の
ゴ
ミ
収
集
車

に
出
し
て
下
さ
い
。
自
然
ゴ
ミ
と
町
に

出
す
ゴ
ミ
の
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
缶
、
瓶
、
欠
け
た
茶
碗
、
コ
ッ
プ
等
の

不
燃
物
は
持
ち
帰
っ
て
危
険
物
と
し

て
町
指
定
日
に
出
し
て
下
さ
い
。 

▼
各
地
域
の
墓
地
（
境
内
墓
地
以
外
の

方
）
で
塔
婆
等
の
処
理
に
悩
ん
で
い
る

方
は
お
寺
に
お
持
ち
下
さ
い
。
業
者
を

頼
ん
で
処
分
し
ま
す
。 

 

＊
墓
地
に
は
焼
却
炉
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

＊
古
塔
婆
入
れ
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す

の
で
お
納
め
く
だ
さ
い
。 

 

 

 

法話 特派布教師 渡邊宣昭老師 

 


